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下野市公民館運営審議会 議事録 (要旨)

審議会名等 令和５年度第４回公民館運営審議会

日 時 令和５年１２月１９日（火） 午前９時３０分～１１時００分

場 所 南河内公民館 １０１会議室

委 員 出席者 中川 賢一、板垣 博史、田熊 利光、高橋 佳枝、

石﨑 勝二、石田 節男、高橋 裕美、北村 優子、

篠原 文子、小林 直子、上野 文夫、鈴井 祐孝、

羽石 孝子

欠席者 加瀬 裕美、津野田 久江

教育委員会 教育長 石﨑 雅也

生涯学習文化課長 根本 宣明

国分寺公民館長 神山 裕

石橋公民館長 齋藤 英子

南河内公民館長 齋藤 光利

南河内東公民館長 大島 浩司

生涯学習文化課ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 橋本 幸昌

公開・非公開の別 （ 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開 ）

傍 聴 人 １人

報道機関 ０人

議事録（要旨） 作成年月日 令和５年１２月２０日

１ 開 会 南河内東公民館長 大島 浩司

２ 委員長あいさつ 中川 賢一

３ 教育長あいさつ 石﨑 雅也

４ 議 事

（１）令和５年度評価マニュアルの確認について

（２）これからの公民館について（意見交換）

５ その他
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４ 議事

（１）令和５年度評価マニュアルの確認について

（２）これからの公民館について（意見交換）

中川委員長

事務局

中川委員長

事務局

令和５年度評価マニュアルの確認について、事務局からの説明を求

める。

下野市公民館評価指標について、説明する。

事前に確認いただいてると思うが、意見はないか。

Ｐ１のⅠ－１－ウに地域コミュニティの醸成とあるが、子ども会

が解散となっていたり、地域のコミュニティーが無くなっていく傾

向にある。子ども会が無くなると、その後の地域とのつながりが無

くなってしまうから非常に危惧している。関心を持ってもらえない

と難しいが、具体的につないでいけるような講座というのはどのよ

うに考えているか。

国分寺公民館…講座ではないが、学校区の文化祭を館で約１０日間

展示しており、それを見に両親や祖父母、友達のを見たいと他の

学校区の方も来館していただいている。

石橋公民館…ものづくり出前講という藤沢さんがジュニアリーダー

スと連携して希望の場所でおこなう講座があり、その中でジュニ

アリーダースや参加している子どもや保護者と工作をすることで

交流する場所づくりなどになっている。

南河内公民館…世代間交流になるような講座ではないが、基本的に

は誰でも来ていただける講座である。土曜日に開催しても、子ど

も達はスポーツ等に出かけていることが多いという現状である。

南河内東公民館…青少年教育講座の小中学生を対象とした料理教室

などを実施している。その中で世代間交流が図れると考えている。

中川委員長

上野委員

事務局

上野委員

中川委員長

上野委員

事務局

中川委員長

鈴井委員

教育長

これからの公民館について（意見交換）に移る。

公民館で苦労しているのは講座ではないか。一部の人の話を聞い

て企画せざるを得ないとは思うが、広く市民に何をやってほしいか

公募して、可能なものを実施していくというのはどうか。

広報のスペースや記事を縮小していく方向になっているので、す

ぐには難しいが、実現できるように調整していきたい。

広報を薄くするというのはなぜか。市政として考える余地がある

のでは。ページが増えればお金がかかるのは分かるが、広く意見を

集めるのであれば、それくらいの投資はあってしかるべきでは。公

民館の話ではないが。

今の意見のように広報誌に載せる体制をとっていただくとか、館

内の意見箱に投函してもらうなど考えてもらいたい。

自主サークルの更新を毎年するのに、予算から活動内容まで書類

を細かく書くのが大変。最初は必要だと思うが、何年も続いていれ

ば必要ないのではないか。

どのような活動をしているか公民館で把握して、自主サークルと

して適切であるか判断するために必要となってくる。なるべく簡潔

になるようにしていきたい。

鈴井委員提出の資料に入る。説明を願う。

エールの各戸配付中止に関する件の提出資料を説明。

皆様にご心配をおかけした事をお詫びする。私も全戸配付に意義
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５ その他

・石橋公民館フリーピアノミニコンサートの告知

６ 閉 会

中川委員長

髙橋委員

中川委員長

事務局

中川委員長

があると思っている。確かに自治会長方から「重い」や「配付が大

変」だと意見が出ているので、対応としては薄くすることで全戸配

付するよう調整した。

結果としては良い方向になった。貴重な情報源を一つ無くしてし

まうという事は、どれほどの影響があるか分からない。各戸に配布

してもらっているから手元で見れる。特に高齢者にとって。

デジタル化と言われているが、高齢者は毎日データを確認なんて

できない。若者でも関心のある所しか見ない。毎月の広報と年一回

のエールは貴重な情報源だと思っている。

エールについては全戸配付が維持になったが、また出てくるかも

しれない。その時は、大変でも配布をやめていい事ではないとお知

らせしてほしい。

エールの成り立ちについて話したい。合併当時は「公民館からこ

んにちは」という公民館講座のみの冊子を配付していたが、公報に

各課の講座がチラシで入っており、自治会の方からそういうチラシ

をまとめてくれという話があった。そのため、エールとしてまとめ

るようになったのに、今度は重いから各戸配布をやめて欲しいとい

うのはどうかと思う。薄くする方向で作成しており、またそれを見

てご意見を来年いただきたい。

確かにそもそもはそうだった。市民協働推進課に伝えてください。

それでは議事を終了する。


